
 

 

 

 

第４５号 ２０１５年 夏号  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１/１２ 「２０歳のつどい」宝塚成人式 

１/１７ 阪神淡路大震災 宝塚犠牲者慰霊式 

阪神淡路大震災２０年 

 児童生徒教職員追悼の夕べ 

１/３０ 議会報告会 

２/ １ 兵庫県在日外国人教育研究集会 

２/１４ 近畿「母と女性教職員の会」 

２/１６～３/２６ ３月議会 予算特別委員会 

３/２０ 都市計画審議会 

３/２１ 宝塚学検定 

４/ ４ 小浜宿 桜まつり 

４/ ５ 宝塚市体育協会総合開会式 

４/１０ 東北被災地支援派遣職員報告会 

 

 

第３３回 『駅前議会』 
 男女共同参画センター ２／４ 

 

 

 

 

 

『自由な雰囲気の中で活発な議論がなされており宝

塚の政治の問題がわかった』等、参加者から評価して

いただきました。 

 

 

文教生活常任委員会      ６／４ 

◆請願第２号：豊かな教育を実現するための義務教育費

国庫負担制度の堅持を求める請願→口頭陳述に先輩の

吉田順子さんがきてくださいました。 

紹介議員は、寺本議員、 

梶川議員、みとみ議員。 

全員一致で採択されました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

北野さと子の市政レポート 

市民ネット宝塚 

 これからも 笑顔・元気・誠実に・・・ 

 ２０１５年４月２６日に行われた「宝塚市議会議員選挙」

で４期目の当選を果たすことができました。一人ひとりのつ

ながりで広がったご支援の心の輪、温かさ、強さをしっかり

胸に刻み、一生懸命がんばります。これからもどうぞよろし

くお願いします。 

◇議案７４号＆８３号 市立病院補正予算（損害賠償額の決定）→可決 

◇７６号 宝塚市一般事務手数料条例一部改正（「通知カード・個人番号カードの再発行手数料の取り扱い） 

・・・マイナンバー制度の導入に関わる件→可決 

◇７７号 宝塚市介護保険条例の一部改正（厚生労働省からの省令公布）→可決 

◇７８号 宝塚市職員定数条例一部改正（病院職員・看護師増員等）→可決 

◇７９号 宝塚市病院設置条例一部改正（３階東救急病棟設置）→可決 

 

水岡俊一 

参議院議員と 

「連合兵庫旗開き」 

１／６ 

 

宝塚駅前での活動４／２１ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「性的マイノリティ」支援方策について 

性的マイノリティ支援にむけ検討会が設置さ

れた。その方向性は。 

① 宝塚市の基本方針について 

② 当事者支援のあり方について 

③ 市民に理解を広め深める人権教育の重

要性について 

 

 

 

 

文部科学省通達「性同一性障害に係る 

児童生徒に対するきめ細かな対応の実施

等について」を受けて、各学校における

支援体制をどう構築していくのか。 

 

〈教育長〉 

今までに全教職員を対象にした現職研修会などで宝塚大学日

高教授や当事者の講演を聞き、現実の問題として考える機会を

もった。本年度は市民、保護者、教職員とともに学ぶ講座を開

催する予定。校内のサポート体制を築いていく。 

性同一性障害や性別違和を抱える人、性的指向を理由に社会

の偏見にさらされている人は、自己肯定感や自尊感情が低下

し、自殺を考えたり、自殺未遂に至るケースも少なくないこ

とがわかってきた。自殺予防対策施策に取り入れていく必要

がある。見解は。 

 

① 当事者をとりまく教職員以外の学

校関係者について啓発は。 

② 学校で具体的に性的マイノリティ

の子どもたちのために、見直しを進

めているのか。 

 

〈学校教育部長〉 

サポーターや教育相談員、ＳＣ、ＳＳＷ、介助員等に対して

も文科省通知の周知を行う。また今年度実施予定の「じんけ

ん講座」では、保護者、地域人権教育活動推進員、補導員、

民生児童委員など、社会教育に関わる市民へも啓発する。 

〈学校教育部長〉 

悩みや生きづらさを教職員がしっかり受けとめて、個々の状

況に応じた支援を進めていく。 

 

〈副市長〉 

今回発足した庁内の検討会において専門

家や当事者の意見を聞き、具体的な取り

組みを増やしていきたい。 

〈総務部長〉 

窓口対応、市営住宅、自殺予防等、個々

の対応について検討していきたい。 

〈市長〉 

① 本市の人権教育及び人権啓発基本方針で、性的マイ

ノリティに対する差別や偏見をなくしていくため

の啓発活動の必要性を位置づけている。 

② 当事者に寄り添った地道な施策に取り組むことが

大切である。 

③ 憲法週間記念事業において性的マイノリティをテ

ーマとした講演会を実施した。 

２次質問 ＜性的マイノリティの精神的負担＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食費公会計化について 

このたびの改正道路交通法のうち、自転車に対する指導条項が施行され、１４

項目の「危険行為」が示された。１４歳以上の運転者が対象で、信号無視や酒

酔い運転のほか、スマートフォンや携帯電話を使用しながらの運転で起こした

事故、歩道での歩行者妨害、一時停止違反なども、危険行為に含まれている。

「新たな『自転車安全教育』」が必要ではないか。 

補助いすなど自転車に同乗する６歳未満の子どもと、１３歳未満の子どもの

ヘルメット着用は、以前から、保護者の努力義務となっているが、着用率は

低い。子どもたちの自転車の安全利用の促進のために、着用者を増やす取り

組みが必要である。そのために、他の自治体でも進められている「児童用ヘ

ルメット」購入費用の一部を助成する制度をつくることはできないか。 

 

 

〈市長〉 

自転車教室の開催を増やす

など、自転車の安全な運転

の取り組みを強化してい

く。 

自転車の安全について 

〈市長〉 

費用対効果や近隣他市の取

組状況を注視しながら検討

を行っていく。 

格差をなくす教育環境整備について 

① 長尾小学校の体育館建て替えについて 

長尾小学校の体育館は狭く、音楽会などの学校行事も一度に開催でき

ないこと、さらに出入り口が一方向にしかなく大変危険であることも

指摘してきた。長尾幼稚園移転後に、プールと屋内運動場の新築を行

うマスタープランを早急に実施すべき。 

② 宝塚第一小学校区問題について 

今回発表された「宝塚ホテルの移転と跡地が住宅に」という報道で、

宝塚第一小学校区地域のみなさんの不安はさらに増大している。あら

ためて、宝塚第一小学校の校区問題についての見解を。 

給食費会計は、学校給食会の「私会計」として処理されてきた。学校

現場では、各家庭の経済事情など複雑化により、給食費の収納と給食

会への支払い事務の負担が増大している。さらに、未納家庭への督促

催促においては、子どもへの教育上の悪影響も大きい。これらの課題

を解決するために、動き始めた公会計化への取り組みの進捗状況は。 

① 「公会計システム」の進捗状況について 

② 滞納対策について 

③ アレルギー対策など、子どもの実態に応じたきめ細かい対応が求

められるが、「栄養管理システム」も同時に導入できるのか。 

 

 

 

〈教育長〉 

① ６月中に関係者で構成する検

討会を立ち上げ、システム構築

を含めた実務運用面の検討を

進める。 

② 新たに導入する徴収管理シス

テムを活用し適切な収納管理

を実施する。公会計化以前の滞

納については、臨戸訪問を含む

定期的な催告に努めていく。 

③ 食材調達や食物アレルギーの

除去食に対応した栄養管理シ

ステムも同時に導入する。 

 

〈教育長〉 

① 学校園の耐震化工事最優先で進ん

できたが、本年度完了する。同校

の屋内運動場の建て替えについて

も、児童数に見合った規模の屋内

運動場の必要性は十分に認識して

おり、整備の優先順位をつけなが

ら検討していきたい。 

② 宝塚第一小学校については、優先

して適正規模化に取り組むべき学

校として捉えており、早期に関係

者と協議ができるように進めてい

きたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校へ             １／１６ 

 長尾南小学校の地震発生時の避難訓練に参加しました。 

校長先生のお話と阪神淡路大震災と給食復旧＆食育のスラ

イドを見て勉強し、最後に私から「避難所でのある小学生

の話」をさせていただきました。 

当時、宝塚第一小学校の教員だった私。自宅が倒壊して

母親と学校に避難してきた４年生Ｋさん。やんちゃで元気

な子でした。体育館での避難生活･･･。 

『先生、ぼくに何かできることはありませんか。』 

『ありがとう。じゃあ一緒に考えようね。』・・・それから

彼は一生懸命に水を運び、お弁当を運び、そうじをし、お

ばあちゃんに「ありがとうね」と感謝されました。・・・生

きること＆人のために働くことを私は学び取ることができ

ました。忘れられない宝物です。感謝。 

 

 

 

 

 

 

宝塚市退職教職員高野山バスツアー ６／５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高野山、さっ、さむ～い。なんと 10，4℃。奥ノ院や

金剛峰寺の見学案内は「高野山社会人権局長」の我らが

佐々木基文さん。 

 

 

 

 

 

 

 

We SAY No！         5／15 

大阪市廃止・分割に大反対！怒れる大女子会 

女子も男子も黄色一色で大パレードに参加しました。偶

然、平松前市長と一緒になりツーショット♪（平松さんは

父の教え子なので、それをお話ししたら、とても喜んでく

ださいました。） 

 

◇発行人◇ 北野さと子 

◇連絡先◇ 

〒665-0034 宝塚市小林２丁目 12-27-209 

Tel&Fax 0797-73-4556 

ホームページ http://www.kitanosatoko.com/ 

国際女性デー           ３／８ 

１８５７年３月８日、ニューヨークの被服工場で働いて

いた女性たちが低賃金と長時間労働など、当時の女性の劣

悪な労働環境に抗議を行ったことが、「３／８国際女性デ

ー」のはじまりです。 

～風のココロ～ 
「･･･本市で条例が制定された場合、宝塚にそういっ

た方が集まってきて HIV 感染の中心になったらどう

するんですか･･･」この前後のHIVに関する部分の段

落ごと削除するとの申し出がありました。差別して

はならないという大上段の取り組みではなく、ほん

とうの「理解」を深めることこそが大切なのだと再

認識しました。これからも一歩ずつがんばります。

生まれながらにして自由かつ平等に尊厳と権利は保

障される。あなたがあるがままの存在を認めます。 

 


